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中学校数学科の調査問題は、中学校数学科の指導のねらいからみて、今後の学習において活用される基礎

的・基本的な知識及び技能や、その知識及び技能が、生徒が問題解決をしていく過程でどのように用いられ

ているかについて明確にして出題することとした。なお、中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説数学

編において、資質・能力を育成していくためには、学習過程の果たす役割が極めて重要であり、数学科にお

いては、数学的に問題発見・解決する過程を学習過程に反映させることが重要であると述べられていること

から、生徒が目的意識をもって数学的に問題発見・解決する過程を遂行することに配慮し、問題を作成した。 

 

   

◇基礎的・基本的な知識及び技能は習得できていると考えられる。 

◆日常生活における場面設定から事象を数学的に解釈し、例えば１次関数を用いる等、問題解決の方法

を数学的に説明することに引き続き課題がある。 

 

<分類・区分別集計結果> 

 

 

 

 

 

◆ 問題を正確に読み解き、何が問われているのかを読み取ることに課題がある。 

 

 

 

 

 

問題作成の趣旨 

結果概要 

学習指導要領の領域・内容別の主な特徴と指導改善のポイント 

中学校数学 

◇…比較的できている点 

◆…課題のある点 

全体を通して 



 

 

◆ 一次関数において、変化の割合を正しく理解できていない。 

 

 

 

 

 

・６年生では式と表を、後期課程では式とグラフと表を常に関連づけた授業を行うことに

よって、式だけではなく表やグラフを自分で使って多角的に考えさせる機会を設定する。 

 

 

 

◇ 基本的な知識・技能は習得できている。 

◆ 反例を挙げて事象が成り立たないことを、数学的に説明することに課題がある。 

 

 

 

 

・問題文の全文、もしくは一部を視写させたり、問題のポイントとなる箇所にチェックを

入れさせることで、言葉や文の意味を正確に理解する力を育てる授業を行う。 

さらに、問題を解く際に、文章の重要部分を確認させた後に問題を解く機会を設定する。 

 

具体的な設問例

（大問４）

一次関数ｙ＝６ｘ＋５の変化の割合は６です。

ｘの増加量が２のときのｙの増加量を求めなさい。

具体的な設問例

（大問６（１））

「連続する2つの3の倍数の和は、いつでも９の倍数になる」と予想し

ました。しかし、この予想は成り立ちません。この予想が成り立たない

ことを下のように説明します。①から③のあてはまる整数をそれぞれ書

き、説明１を完成しなさい。

関数 

指導改善のポイント 

数と計算 

指導改善のポイント 

正答率：３３％ 

 

正答率：６０．６％ 

 


